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概 要
本稿では，3国からなる経済モデルを用いて，第三国が自国およ

び外国からの輸入品に対する関税を引き下げた場合の効果を分析す
る．企業の最適資源配分への影響として，第三国が自国製品への関
税を引き下げると自国企業はR&Dなどのコスト削減活動に資源を
集中するのに対し，第三国が外国製品への関税を引き下げると自国
企業は関税引き上げを求めてロビー活動により多くの資源を費やす
ことが示される．経済厚生への影響として，自国と第三国との間の
貿易自由化の進展は自国の消費者余剰・企業利潤と第三国の消費者
余剰を改善させる一方，外国と第三国との間の貿易自由化の進展は
自国の消費者余剰・企業利潤を悪化させることが示される．一連の
結論から，域外国での貿易自由化の進展は，企業の資源を競争力増
大のためのR&D活動よりも保護貿易のためのロビー活動へと向か
わせるインセンティブを持ち，結果として自国の消費者・企業の両
者にとって経済厚生の悪化に繋がることとが指摘される．
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